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メディアリテラシー授業　第5回「情報デザインケーススタディ」
1.授業全体での目標

￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣
　この授業では、情報社会におけるメディアリテラシーを、情報受容、情報利用、情報表現の三側面から習得する。マスメディアにおける情報、インターネットでの情報の性質を見極めると同時に、高度情報社会における情報表現力を身に付ける。そういったスキル・リテラシーとしての情報表現力を養うことを通して、思考力・意識を身に付ける。そして、社会における情報のあり方を実感できるようにする。
２．対象：
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣
　情報Aを受講済みで、PCの基本的な操作、タッチタイピング、メールの送受信などが可能な高校生。

３．授業全体の概要
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣
　授業全体で、演習やケーススタディを交え、メディアリテラシーの三要素(=情報受容・情報利用・情報表現)をカバーし、情報に対する意識・思考力を身に付ける。第1回に、メディアリテラシーの概説を行なったあと、マスメディア・インターネットにおける情報の性質を分析する。そして、情報表現の例として、情報デザインを取上げたあと､それぞれの興味に応じて、作品や小論文を作成する。

４．授業全体の計画
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣
　授業全体としては、以下のようなスケジュールを組む。
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５．本時間（第5回目）の目的

￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣
　今回は、情報のソフト面に着目し、情報をデザインすることを学ぶ。ここで述べる情報デザインとは、広く「情報にまとまりをつける」ことを意味しており、情報が氾濫するなか必要な情報を選択・整理し、過不足なく表現する力である。デザインの個別のスキルを身に付けると同時に、インターネット時代に見合った、思考力・情報処理のマインドを身に付けるようにする。
　前回（第1回目・情報デザイン概論）の授業内容を踏まえ、情報デザインの事例として、具体的な作品を紹介する。具体的な事例を参照することで、情報デザインがもつ社会性を理解させ、表現の枠を越えて、自身の情報活動全般に結び付けられるように指導する。
６.本時間の授業内容

￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣
【導入】(2分)

・街中にある情報デザイン
　標識も「情報デザイン」であることを示す
　-デザインとは、芸術に限定されるものでなく、情報を伝えることであることを説明する。

【展開】(6分)

・Webサイトにおけるユーザビリティ

Webサイトを綺麗に作るのではなく、わかりやすく作ることが重要であることを説明する。http://www.usability.gr.jp/　を参照する。

・統計データのビジュアライズ
「Understanding USA」の作品を例に、数値・言葉・写真・イラスト・グラフで表現することの魅力を説明する。Webサイト「Understanding USA」http://www.understandingusa.com/ を見せる。

・情報の動的表現
「SURFACE.YUGOP.COM」の表現を参照し、ネットワーク性と動性をもった表現の魅力を説明する。「SURFACE.YUGOP.COM || MONO*crafts 3.0」http://surface.yugop.com/ を見せる。

【まとめ】(3分)

・情報社会とデザイン
上記のデザインを振り返りつつ、情報教育全般との関わり､社会とのかかわりを説明する。
７．参考資料
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣
「情報デザイン入門」（渡辺保史、2001）

「それは情報ではない」（リチャード・ワーマン著、金井哲夫訳、2001）

「Understanding USA」　http://www.understandingusa.com/
「SURFACE.YUGOP.COM || MONO*crafts 3.0」http://surface.yugop.com/
「U-Site」　http://www.usability.gr.jp/
